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源氏物語絵巻（須磨・明石）

ねずみぞうしえまき　鼠草紙絵巻

市指定
所在地：北新町

市指定
所在地：北新町

篠山藩第12代藩主青山
忠裕が、お抱えの狩野派
絵師栄保典繁

えいほみちしげ

らに描かせ
た「須磨」「明石」の巻が
青山歴史村に残されてい
る。人物や風景が細密に
描かれた逸品である。
各3巻。

篠山藩主青山家におい
て伝わった御伽草子

おとぎ ぞ う し

絵巻
物である。嫁入りの際の
持参本と言われる。鼠を
擬人化した怪婚談が主題
となっており、鼠の権頭

ごんとう

の悲恋遁世
とんせい

を描き、仏教
色を附して教訓性を持た
せている。
室町時代の作品で、作
者は不詳である。
1巻。

げんじものがたりえまき
（すま・あかし）

須磨の巻

明石の巻


